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化学合成後のフィルタリングによる粒径選別が不要な有機シリカナノ粒子の生成方法の提案
 90秒間の超音波撹拌を加えるだけで、ナノミセルの優れた単分散性がナノ粒子合成過程でも維持される
粒径の揃った生化学分解性有機シリカナノ粒子を基材としたドラッグデリバリーシステムによって、安心・安全な上に投薬量の精密制御が可能に
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課題：従来のMPDMSナノ粒子の合成方法では、
ドラッグデリバリーシステム(DDS)として不向きな
粒径200nmを超えるナノ粒子が大量合成されて
しまい、90%近いナノ粒子が粒径選別によって
排除されている。
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